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且 はじめに  

本報告では平面における連続型単一施設配置問題であ  

るブロックノルムを用いたminisum型配置問題（MSP），  

minimax型配置問題（MMP），multicriteria型配置問  
題（MCP）を考える。MCPは有効点または準有効点を  
求める問題である。MCPに対する有効点をMSP，MMP  
の最適解によって特徴付け、MSPのすべての最適解を求  

める辺追跡アルゴリズムとMCPに対して計算量の意味  

で最適なすべての有効点を求める階段アルゴリズムとす  

べての準有効点を求める包装アルゴリズムを提案する。  

はユークリッドノルムである。βの端点をか軸の正方  

向から反時計由りにαノ，J＝1，2，…，2mとし各αノに  

対してαメ＝∠αノとする。以下の説明のためα紬＋メ＝  

αノ，α2m＋ノ＝2汀＋αノ，J＝1，2とし、次の記号を用いる。  

上り：需要点臥を通るαノー方向直線  

g孟：直線エり，盲＝1，2，・‥，れのうち異なる直線をy一切  

片を基準に昇順にソートしたときのん番目の直線   

（αJ＝汀／2のときはェ一切片を基準）  

5（壱，j）：エiノ＝gまとなる添字5  

（た，ノ）max（（た，ブ）min）：冤上．の需要点のうちヱ座標の  
値が最大（最小）な需要点の添字  

亀朋（βムin）：直線与り，去＝1，2，…，nのうちy一切片が  
最大（最小）－な直線  

2 問題の定式イヒと記号の準備   

平面において相異な■る需要点飢，吏＝1，2，・‥，m（≧2）  

と各需要点に付随する重み叫＞U，盲＝1，2，・‥，れとア  

ワツタノルム＝用が与えられているとする。yをすべ  

ての需要点の集合とする。このときMSP，MMP，′MCP  
は次のように定式化される。  

‾ 
n  

MSp   畠2亜一肌tl  

MMp 之maX（棚‾飢1卜壱＝1，2，…，n）   

MCp （I匝‾机ル糎‾靴≠‥●，糎‾凱川  

MSPの目的関数をダ（ガ）．とおく。点£∈屈2が有効点  
であるとはすべての盲に対して】ly一肌l】引I宏一飢】lで  

ありかつあるjに対して抽一財jll＜l匝一勘‖である  

y∈屈2が存在しないときをいう。諾∈風2が準有効点  

であるとはすべてのiに対して紬一肌Ilく順一飢Ilで  

ある訝∈児2が存在しないときをいう。定義より有効点  
は準有効点である。   

β⊂周2を原点を内部に含み原点に関して対称な有界  

凸多面体とする。£∈廊に対してブロックノルム1匝‖  
は次のように定義される。  

糎Il＝inり／‘＞0：宏∈〃β）   

α∈戯2に対してα＝l桓‖。（cosα，Sinα）と表した  
ときの角α（0≦α＜2汀）を∠αと書く。ここで＝」l。  

3 有効点の特徴付け   

ブロックノルムの性質より MCPに対する有効点を  

MSP，MMPの最適解で特徴付ける次の2つの定理を  

得る。  

定理1が∈屈2がMCPに対する有効点であるため．の  
必要十分条件はある重み叫＞0，よ＝1，2，…，れに対し  

てががMSPの最適解になることである。  

定理2MMPの最適解で有効点であるものが存在する。  

4 ブロックノルムを用いたMS『   

傾きの異なるいくつかの直線エりの交点をy－交点と  

いう。凸多面体∫⊂屈2に村してすべての境界線がムメ  
のどれかであり、内部が空ではなく内部とすべてのエり  

との共通部分が空であるとき∫を領域という。MSPの  
最適解について次の2つの定理を得る。  

定理3MSPの最適解でy一交点であるものが存在する。  

定理4∫1，∫2を隣接する有界な領域とする。このとき  
∫1の任意の点がMSPの最適解ならば∫2の内部の任  

意の点はMSPの最適解ではない。   

定理1よりMSPの最適解は準有効点である。定理4  

よりMSPのすべての最適解の集合は1点か1つの線  

分か1つの領域となることがわかる。そこで、反復法  

により準有効点であるy一交点のみをたどり MSPのす  
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ベての最適解を得る0（れ3）計算時間必要な辺追跡アル ステップ4z′′を喘叶1） とβ昌＋再） の交点とする0  

ゴリズムを提案する。r回の反復後の点を∬（「）とする。   ヱからz′・までを結ぶルートとz′′からz・までを  

£（r）を通るすべての直線んメの方向に対応する目的関   結ぶルートを記憶する。Z′＝Z・なら終了。そう  
数の右側微係数の最小値をu（r）とする0  でなかったらz＝招＝y （叶柚c）。（。）），r＝（打  
辺追跡アルゴリズム  9（c），C）。（。），d＝d＋9（c）としステップ2へ。  

ステップ1任意の需要点を初期点∬（r）とし、r＝0と 定理5階投アルゴリズムは0（mlogれ）計算時間必要で  

する。  あり、計算量の意味で最適である。  

ステップ2 t‘（「）＞nなら終了。1点才（「）が最適解で  包装アルゴリズムは多角形であるすべての準有効点の  

ある。  集合を境界を構成することによって求める。  

包装アルゴリズム  
ステップ3u（「）＝0なら終了。u（「）＝0を満たすαた  

ステップ0ぞLax｝gLin，1≦j≦2m＋2を求める。  
一  

でなかったら十分小さいe＞0とu（「）＝0を満た ステップ10≦α1＜汀／2ならぞ＝gふimとし、そうで  

）を  2   

旺糊点とし、之＊＝糊c＝2  
ステ（ 

た 

点を∬（「＋1）とする。，、＝γ＋1としステップ2へ。ステップ20＜α。＋1＜汀／2または3汀／2＜α叶1＜  

5汀／2ならg′＝ゼ慧ヱとし、そうでなかったらゼー＝  
とo 

5ブロックノルムを用いたMCP ステ、3gと川交点とし、Zからパでを   
‘′  

階投アルゴリズムは多角形であるすべての有効点の集 定理6包装アルゴリズムは0（れ）計算時間必要であり、  
合を境界を梼成することによって求める。  

とする0  に対してブロックノルムを主成分分析によって損失した  

階段アルゴリズム  情報を回帰係数を用いて補うように決定しMCPを考え  

る。新商品の候補がMCPに村する有効点であるかどう  
ステップ0ゼi，β（五，J），（た，j）max，（た，j）minを求める0た かを調べ、有効点でなかったら有効点でありかつ修正コ  

れ1≦壱≦町1≦J≦2mであり、各Jに村し ストが最小になるように修正する。  
て1≦た≦n（j）である。  

ステ 

誅mご，言ご1；芋望。を誓言力誓糖ま≡参考文献   

ステ 

ステップ3（p（c＋1）－S（r，C＋1））（s（（d＋q（c），C）。（c），C＋   OperationsResearchSoc・OfJapan，40（1997），10－  

1卜β（丁、，C＋1））≧0ならz′＝y（叫（。），。）。（。， とし   20  

Step4へ。そうでなかったらd＝d＋9（c）とし  

Stei）3へ。  
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